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社
会
福
祉
法
人

「
み
ず
な
ぎ
学
園
」

さ
ら
な
る
施
設
撚
充
め
ざ
す

郷
局
報
【型
的
瞳
・生呈
柏
の
自
立
丁一生
へ

施
設
と
し
て
誕
生
、

現
在
に

至
る
ま
で
の
二
十
年
間
を
張

り
返
る
と
と
も
に
、

今
後
さ

ら
に
施
設
拡
充
に
向
か

っ
て

努
力
す
る
こ
と
を
誓

っ
た
。

同
学
園
は
、

昭
和
五
十
年

「
み
ず
な
ぎ
学
園
」

開
設
２０
周
年
式
典

舞
鶴
で
１５０
人
出
席

社
会
福
祉
法
人

「
み
ず
な
ぎ

学
園
」

（
多
田
卓
夫
理
事
長
）

の
開
設
２０
周
年
記
念
式
典
が
５

日
、

舞
鶴
市
内
で
開
か
れ
た
。

来
賓
の
江
守
光
起
市
長
ら
約

１
５
０
人
が
出
席
。

多
田
理
事

長
が

「
園
生
、

保
護
者
が
安
心

で
き
る
施
設
づ
く
り
に
努
め
ま

す
」
あ
い
さ
つ
し
、

森
下
多
恵

子
園
長
が

２０
年

の
歩

み
を
報

告
。

学
園
の
活
動
に
協
力
し
た

企
業
や
団
体
（
個
人
に
感
謝
状

を
贈
り
、

２０
周
年
を
祝

っ
た
。

１
９
７
５
年
に
舞
鶴
市
障
害

児
者
育
成
会
舞
鶴
拘
器
所
と
し

て
発
足
し
、

８０
年
に
認
可
を
受

け
、

障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
み

ず
な
ぎ
学
園
」

（定
員
３０
人
）

を
開
設
し
た
。

そ
の
後
、

入
所

施
設
や
高
野
学
園
を
開
設
す
る

な
ど
施
設
を
充
実
し
、

現
在
、

約
１
５
０
人
が
自
立
を
目
指
し

て
生
活
、

作
業
し
て
い
る
。

【南
良
　
靖
雄
】

十
月
に
庇
原
地
区
に
発
足
し

一
齢
化
や
地
域
利
用
者
の
ニ
ー

た
市
障
害
児
者
育
成
舞
鶴
陶

一
ズ
に
応
え
る
た
め
、

入
所
更

器
作
業
所
が
前
身
。

同
五
十

一
生
施
設
の
開
設

⌒同
五
十
八

五
年
三
月
に
、

認
可
施
設
と

一
年
）
、

西
地
区
の
利
用
者
の

し
て
知
的
障
害
者
通
所
授
産

一
利
便
性
を
図
る
た
め
、

高
野

施
設

「
み
ず
な
ぎ
学
園
」
と

一
地
区
に

「
み
ず
な
ぎ
高
野
学

し

て
開
設
さ
れ
、

今
年

で
二

十
園
」

の
開
設

⌒平
成

二
年
）

十
周
年
を
迎
え
た
。　
　
　
　
一
―
な
ど
施
設
の
拡
充
整
備
に

`| ■||■ |■|!「lriF■‐!t■■||■ 十1■||||‐|

努
め
て
き
た
。

式
典
に
は
、

府
や
市
の
関

係
者
や
園
生
ら
合
わ
せ
て
約

百
五
十
人
が
出
席
。

多
田
理

事
長
は
、

四
月
か
ら
開
所
す

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
新
た

に
園
生
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
授
産
分
場
の
開
設
な
ど
を

志 摩 至 誠 堂 本 店

本社 舞鶴市平野屋通

a(0773)76-1011(代表)

ルセド
ト
ー

】
プ

ロ
フ

里事長

ミ
春を呼ぶ雛まいフェスタ、

女性らのイベント癬大に

紹
介
す
る
と
と
も
に
、

「困
生

や
保
護
者
の
皆
様
が
安
心
じ

て
頂
け
る
よ
う
新
し
い
施
設

男
女
共
同
参
山
社
〈
ム
の
実

現
を
め
ざ
し
、

女
性
た
ち
が

中
心
と
な

っ
て
企
画

ち
通
営

す
る
イ
ベ
ン
ト

「第
五
回
奉
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心
身
障
害
者
の
生
活
を
応

誘
！間
弁
護
や
訪
！問
入
浴
！サ
ー
ビ
ス

施
設
で
の

一
時
的
介
護
も

市
で
は
、

介
甚

保
険
の
対
象
と
な

ら
な
い
心
身
時
告

者
等
の
み
な
さ
ん

の
家
庭
生
清
を
支

援
す
る
た
め
、

新

た

に
訪

問
介

祗

⌒ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
）
と
訪
出

入
浴
を
、

ま
た
、

施
設
で

一
時
的
に

介
設
す
る

「
レ
ス

パ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
」

の
利
用
施
設
を
拡

充
し
て
、

そ
れ
ぞ

れ
今
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
は
次
の

と
お
り
．

【訪
問
介
護
】

家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
を

派
遣
し
、

身
体
介
談
や
家
事
援

助
、

相
談

・
助
古
牛
を
行
う
。

知
的
障
キ
イ
に
対
す
る
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
も
中

対
象
は
、

■
度
の
身
体
障
害
者
か
知
的
障

■
そ
及
び
難
病
忠
杵
ぃ
世
村
の

所
得
に
応
じ
た
利
用
料
が
必
要
。

【訪
間
入
浴
】

浴
槽
を
積
ん
だ
杉
動
入
浴
■

で
家
庭
を
紡
‐―――
し
、

人
浴
介
泄

を
行
う
。

対
象
は
、

身
体
障
十

イ
で
通
所
困
難
な
人
．

利
用
「

は

一
同
千
ｉ
市
れ
卜
円
。

【レ
ス
バ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
】

家
族
介
甚
者
の
負
―――
を
峠
一

す
る
た
め
、

施
設
で

一
時
的
に

介
江
を
行
う
。

対
象
は
、

ウ
件

障
害
者
か
知
的
侍
キ
イ
〓

実
祐

施
設
は
、

＝
公
イー‐ｉ
イ‐‐…
法
人

「キ

い
づ
る
福
祉
会
」
と
社
会
禍
ネ‐‐．

法
人

「
み
ず
な
ざ
学
問
」
ぃ

刑

用
料
は
■
百
円
ヽ
千
五
百
円
、

そ
の
ほ
か
企
■
代
な
ど
の
生
件

が
必
要
．

初
め
て
利
用
す
る
人

は
、

年
円
金
鉢
料

ｉ
ｒ
門
が
川

途
必
要
。

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、

＝
役

所
援
甚
誹

⌒
公
６６
・
‐
０
０
９
ヤ

ヘ
ぃ

ト
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
食
事
の
支
度
や
掃
除
な

ど
の
家
事
を
援
助
し
ま
す

援 |
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〔みずなぎ学園〕

松
ボ

部 ツ

製 ク

ク リ
1ブ   で

鹿
原
の
知
的
障
害
者
授
産

施
設

「
み
ず
な
ぎ
学
園
」
で
、

松
ボ
ッ
ク
リ
を
使

っ
た
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
リ
ー
の
自
立
製
品

づ
く
り
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て

い
る
。

加
工
班
の
障
害
者
二

十
五
人
が
作
業
を
分
担
し

て
、

松
ボ
ッ
ク
リ
の
飾
り
付

け
の
仕
事
に
励
ん
で
い
る
＝

写
真
。

同
施
設
で
は
陶
芸
や
額
縁

な
ど
の
自
主
製
品
を
製
造
、

販
売
し
て
い
る
。

松
ボ
ッ
ク

リ
の
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー

は
、

こ
の
時
期
だ
け
に
作
ら

れ
る
季
節
商
品
。

八
年
前
か

ら
製
造
を
始
め
、

バ
ザ
ー
な

ど
で
販
売
し
人
気
商
品
と

な
っ
て
い
る
。

ダ
イ
オ
ウ
松
の
な
ポ
ッ
ク

リ
は
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

も

の
を
使

い
、

小
さ
な
松

ポ
ッ
ク
リ
は
加
工
班
が
近
く

の
金
剛
院
か
ら
集
め
て
い

る
。

ダ
イ
本
ウ
松
を
使

っ
た

ソ
リ
ー
は
高
さ
二
十
五
考
。

緑
色
な
ど
を
塗

っ
た
松
ボ
ッ

ク
リ
を
、

ピ
ー
ズ
王
や
リ
ポ

ン
な
ど
で
飾
り
つ
け
て
い
る

が
、

衣
装

の
ピ

ー
ズ

玉
や

カ
ー
テ
ン
の
留
め
具
な
ど
を

再
利
用
し
て
い
る
の
も
特

徴
。

ま
た
い
ツ
リ
ー
の
陶
器

の
鉢
は
陶
芸
班
が
作

っ
て
い

る
。

大
き
な
ツ
リ
ー
は

一
個
人

百
円

（予
定
）
、

小
さ
な
の

は

一
個
三
百
五
十
円
。

浜
の

自
主
製
品
販
売
店

「か
た
ぐ

る
ま
」
で
も
販
売
し
て
い
る
。

〔∪
容
６３

・
５
０
３
０
、

み
ず

な
ぎ
学
園
。

自
主
製
品

ス
マ
ス
ツ
リ
ー 発 行  所

佛舞鶴市民新盾
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一
階
層
が
最
も
多

！
し
込
み
を
受
け

が
調
査
と
認
定

い
て
は
、

十

一

親
数
は
七
千
四

童
委
託
里
親
数

人
で
、

両
者
と

ャ減
少
し
た
。

養
手
当
の
受
給

度
の
受
給
者
は

二
百
八
十

一
人

ヤも
約
四
万
人
増

汎
を
み
る
と
、

中消
し
た
世
帯
が

ない
で
母
が
婚
姻

申生
ま
れ
た
世
帯

い
ず
れ
も
十
年

、い
る
。

続
い
て

匹
帯
が

一
・
五

一上
遺
棄
し
て
い

一％
、

父
が
障
害

」帯
が
①

・
五
％

‐
年
度
よ
り
減

っ

侍
が
三
〇
四

・
八

帥
支
給

（子
ど
も
，

万

三
千
百
三
十

）
％
に
上
り
、

所

ハ
万
円
以
上
三
百

撃

給
（同
ニ
カ
八

ほ

一
七

・
〇
％
に

り
、

経
済
的
に
厳

し
た
。

】野

一、
施
設
の
名
称
　
究
氏
障
害
老
更
笙
施
設

十
倉
厚
生
園

一、
施
設
所
在
地
　
千
葉
県
印
緒
郡
富
里
岡
十
倉

二
四
四
三
番
地

一、
完
了
年
月
日
　
平
成
十
二
年
十

一
月
二
十
日

社
△
不福
祉
法
人

清

　

郷

　

会

理
事
長
　
三
橋
　
郷
平

こ
の
た
び
日
本
自
転
車
振
興
会
か
ら
、

平
成

十
二
年
度
補
助
金
三
百
三
十
五
万
八
千
円
の
交

付
を
受
け
、

左
記
の
事
業
を
完
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
事
業
完
了
の
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
日
本
自
転
車
振
興
会
を
始
め
、

こ

協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
、

謹
ん

で
感
謝
の
憲
を
表
し
ま
す
。

記

一、
事
業
内
容
　
平
成
十
二
年
度
知
的
障
害
者
通
所

授
産
施
設
の
車
両
整
備
補
助
事
業

、
整
備
場
所
　
授
産
施
設
み
ず
な
ぎ
学
園

京
都
府
舞
偽
市
字
配
原
二
〇
九
番
地
の
三

、
整
備
車
両
　
二
十
九
人
乗
リ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
一
台

、
事
業
費
総
額
　
四
百
八
十
万
円

、
完
了
年
月
日
　
平
成
十
二
年
十
月
七
日

社
△
石
福
祉
法
人

み
ず

な
ぎ

学

園

理
事
長
　
多
田
　
卓
夫

競
輪
補
助
事
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